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BeitragezurKlinikderTuberkulose.Bd.81,H.1/2,1932.

　

本 號 ニ ハ1932年5 .月18-一 一20日BadHarzburgニ テ

開催 セ ラ レタGesellschaftDeutscherTuberkulose-

ftirs・rgearzte
,Ve,einigungde,Lungenheilan、talt,ar-

zte・DeutscheTuberkulose・Gesellschaftノ 三 學 會 ノ

演 説 ヲ掲 載 シテ居 ル。

成 人 ノ開性 肺 結 核 症 ノ議 病 及 ビ防禦

H.Braeuning(Stettin):BeginnuVerhtitungder

offenenLungentuberkulosedesErwachsenen .

成 人 ノ肺結 核 病 ノ・総 テ ガ少 ナ ク モ共 多 数 ハ 開放 性 デ

初 マル モ ノ ダ トノ 考 ヘ ノ・経験 上 カ ラ ノ・同 意 ス ノレ事 ガ

出 來 ナ イ。

矢 張 リ閉性 カ ラ開性 二進 ムモ ノ ト考 フ ベ キ デ ア ル。

著 者 ノ見 タ所 デ ノ・健 常 ノX線 像 カ ラ 開 性結 核 症 トナ

ル迄 ノ時 日 ノ最短 ノモ》 ノ・8ケ 月 デ ア ル が、 爾 之v

ヨ リモ速 カナ モ ノモ 有 ル デ ア ロ ウ。 相 談 所 デ新 タニ

開性 結 核 症 患 者100名 ヲ見 タ トス ルbソ ノ中約23名

ノ・以 前 カ ラ閉 性 患 者 トシテ相 談 所 デ知 ツ テ居 タ 例 デ
、

淺 リ77名 二就 テ ・'少ナ ク モ ソ ノ50%或 ・・60-70%

迄 ノ・既 二1ケ 年 以 上 前 カラ 病 氣 デ ア ツ テ、 閉性 患 者

トシテ"ナ ク トモ今 少 シ前 二 相 談 所 デ 見 付 ケ ラ レル

筈 ノ患 者 デ ア ル。

閉 性 カ ラ開 性 トナ ル ノノ・大 抵 ノ・甚 ダ徐 々 デ ア ツ テ靖 一

4年 ヲ要 ス]ttt閉性 カラ開 性 ニ ナ ツ タ モ ノ ・病 型 如 何

1・云 フb、 滲 出性49%、 増 殖 性28%、 石 灰 病 竈8

%、 滲 出肋 膜 炎6%、 共 他6%デ ア ル。

閉 性 ヵ ラ開 性 二進 ム ノ ヲ阻 止 ス ル事 ノ・毎 常 成 功 ス ノレ

モ ノデ ノ・無 イ、 之 レ・・患 者 ヲ 登 見 シタ時 二病 勢 力"進

ミ過 ギ テ居,レ爲 デ ノ・ナ ク 寧 口苦 痛 ガ無 イ爲 二 患 者 が

規 則 正 シク受 診 セ ズ、叉 治 療 ヲ 受 ケ ヌ 事 、 病 氣 ガ急

攣 シテ豫 期 セ ヌ経 過 ヲ取 ル事 、 過 経 ガ.慢 性 ダ カ ラ患

者 二 多大 ノ忍 耐 蛇 二費用 ヲ課 ス ル 事 等 ノ 爲 デ ァ ル。

コ ノ防禦 ニ ノ・從 來 ヨ リー 層 多 ク定 期 診 査 ヲ ナ シ、 毎

年X線 爲 眞 ヲ撮 リ、 且 ツ療 養 所 療 法 ヲ盛yニ ス ル 必

要 が有 ノレ。(柴 田 抄)

相談 所 デ附 ケ タ豫 後 ハ如 何 二資 澄 サ レル カ?

H.Grassu.FritzHoth(Bremen):Wiebew乞hrtsich

diePrognoseinderFtirsbrge?

著 者 ノ・相 談 所 二於 テ1豫 後 不 良 、 ア ル 期 間 二 治 癒 ス

ル モ ノ、 ∬豫 後 疑 問 、 良 不 良 ヲ 決 シ難 キ モ ノ、 皿豫

後 不 良、5年 以 内 二死 亡 ス ルb思 ノ・ル ・ モ ノ、IV豫

後 最 不 良 、 牛 ケ年 内 二死 亡 ス ベ シ ト考 ヘ ラ ル ・モ ノ、

以上 ノ如 ク豫 後 ヲ定 メ1928--1931年 ノ間 観 察 シ タ ル

例6777(内 結 核症 患 者 約1500)二 就 テ ソ ノ豫 後 ノ的 中

如 何 ヲ研 討 シタ.述 ベ ラ レタ事 項 ハ 甚 ダ 多 岐 二亙 ツ

テ居 ル ガ、 中 カ ラ興 味 ア リ1・思 ノ・しつレ数 項 ヲ抄 出 ス

ノレo

豫 後 ヲ定 メ ル根 櫨 トナ ノレモ ノノ・、 病 竈 ノ性 状 位 置(帥
る

チ現 身犬)ヲ既知 ノ結 核 症 ノ進 展 過 程 二當 ハ メ ル事 、 破

壌 シタ組 織 ノ廣 サ、 臨 沐 的所 見 等 デ ア リ之 レ ヲ補 足

ス ル モ ノ ニ、 喀 褒 所 見 、 生 物 學 的所 見、 自魔 症 等 が

ア ル。 是 等 ノ総 テ ガ調 和 ス レバ症 状 ハ明 カ ト ナ リ豫

後 ノ基 礎 ガ 出來 ル、 尚 之 レ迄 ノ経 過 モ 必 要 デ ア ル ガ

時 トシ テ急 攣 ガ有 ル ノデ 間違 フ場 合 ガ ア ル。

開性 患 者794例 中IVノ 豫 後 ヲ附 シ タ ル モ ノ36例 ・・

皆 ソ ノ年 内 ニハ死 亡 セ ズ、 女 年 二 壱死 亡 シ現 今 迄 生

存 一lJt・t者ガ3名 ア ル、 之 レデ 見 アレ ト相 談 所 ノ・患 者 ガ

短 期 潤 二死亡 ス ル ヤ否 ヤ ヲ決 メ ル ニ ノ・適 當 シナ イ標

デ ア ル。

開 性 結核 患 者 ノ・閉性 ノ モ ノ ニ 比 シ著 シ ク豫 後 不 良 デ

ア ル。 開 性患 者 中豫 後 良 トシタ モ ノデ ン・死 亡91% 、

治 癒51・5%、 豫 後 疑 ハ シキ モ ノデ ハ死 亡27.7%、 治

癒23・7%、 豫 後不 良 デ ・・死 亡76%、 治 癒1%デ ア

リ、 閉 性 患 者デ ハ死 亡 ノ・豫 後 良 デ1%
、疑 問3・4%、

不 良9.4%デ ァル。 爾 開性 二移 行 シタ モ ノ・・順 次 二

5%、13・2%、21%デ アツ タ。

個 々ノ患 者 二就 テ豫 後 ノ的 中 セ ヌ モ ノハ ア ノレが群 二

就 テ見,叶 概 シテ當 ツ テ居 ル.開 性 患 者 デ ・・ソ ノ1/6

二封 シテ豫 後良 剛 定 シテ差 悶 ナ イ
、 ソ ノ内 ノi1、。・・

,
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死亡ス,レガ牛撒ハ治癒シ閉性ニナル 勿論之 レニノ・充

牙治療 ヲ要スル。一方開性患者ノ約113ヲ 占 メ,レ豫後

不良 ノモノ死 ノ輻蹄ノ・治療法 二依 ツテ防ギ切 レヌ、

コノ最モ不幸ナ)ttt群ノ3!4・・3年 牛ノ内二死亡 シタ。

一般開性結核患者 ノ蓮命ハ善悪共 二5ケ 年以内二決

スル ト見テヨイ、永イ年 ノ間績イテ開放性 デ居,レ患

者ハ例外デ1200例 中10年 以上開性デ績イタモノハ

僅 カニ25例 二過ギヌ。

重症・・急速 二起 ル、之 レニ反 シ著明 ナ浸潤 が有ルノ

ニ臨脈症状 ノ輕 イモノハー般 二経過良好デアル。小

見 ノ浸潤及 ビ肺尖結核ハ経過 が好イ、又萎縮性 ノモ

ノノ・増殖性 ノモ ノヨ リモ、生存期間ガ短 カイ。

肺臓以外 ノ結核症が圭ナル患者171例 中唯]例 、足關

節結核患者デ4年 後開性肺結核症 トナ リ更二2年 後

死亡 シタ以外ノ・肺結核症 トナ ツタモノハ全然無イ、

即チ他 ノ結核症 ノ患者ノ・肺結核症 トナ ル危瞼 ノ無イ

事が確詮サのレ。

肋膜炎ノ滲出液 ノ消腿 シタ場合、肺二明 カナ病竈ガ

アルカヌノ・短時日中二現 ノ・レタ時 ノ豫後ハ注意ヲ要

スル。液消失後2ケ 年 ヲ経テ何等ノ陰影 ノ現ハvヌ

時ハ倫観察・・怠ッテノ・ナラヌケレードモ肺疾患が後 力
　

ラ出 ル コ トノ・極 メ テ稀 デ ア ル。(柴 田 抄)

携 帯 用 「レ ン トゲ ン」装 置 ワ脛 験 ロ
F.Koester:ErfahrungenmittransportablenR6nt・

geneinrichtungen.

結 核 事 業 が段 々遠 心 的 二振 大 セ ラ レテ行 ク ニ從 ツ テ、

病 院 ヤ大 キ ナ 診 察 所 カラ 離 レタ不 便 ナ土 地 二於 テ モ

「レ ソ トゲ ソ」診 噺 ヲ 行 ヒ得 ル方 法 が攻 究 セ ラ レ子 バ

ナ ラナ ク ナ ツ ・タ、 コ ノ目的 二i封 シテFirmaSieme・

ns・Reiniger・Veifa製 品 ノRedeker氏 相 談 所 用 「vソ

bゲ ソ」機 械 ヲ推 奨 ス ル、コ ノモ ノハ全 重 量92舐 デ 中

型 ノ自動 車 二積 ソデ蓮 搬 出來 ル、墜 瞳 器 ・・100,200V

/i交 流 電 流 二接 績 サ レル、 透 視 ニ ノ・5-1mA42.4

KV.又 撮影s・ ・塘 感 板 ヲ用 ヒ、25mA.距 離1m.0.

秒 デ 立派 二ntltZ、 償 格 ノ・約3000馬 克 デ ァ,レ。

(柴 田 抄)

肺 結 核 症 ノ「レ ン トゲ ン」診 断 ノ限 度 及 ビ誤

謬 ノ原 因

HansAlexander(Agra):Grenzenu.Fehlerquellen

derRoentgendiagnostikderLungentuberkulose.

「レ ソ トゲ ソ」検 査 ノ大 キナ 限 界 ハ、 夫 レガ 疾 患 ノ種

類 、 結 核 症 ノ古 サ、 活 動 性 、 豫 後 二就 テ ノ・何 物 ヲ モ
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示サナイト云フ鮎デアル、倫今一 ツノ・三次元 ヲ有ス

ル物盟 ヲーツノZF面 二投影スル事デ アル、「」ノJ線爲

眞ハ輩二影檜デアツテ個々ノ陰影ノ大サ、形、濃度、

位置が分ル丈ケデアル故二之 レヲ列讃 スルニハ多ク

ノ批列 ト経験 ヲ要 シ叉正常關係及ビ攣形 二就テノ正

確 ナ知識 ヲ必要 トスル。誤謬 ノ原因ハ肺臓 ノ外ニア

ル影(皮 膚、腺、骨肋膜)ガ肺 二投影スルニアル。

(柴田抄)
ぼ

環 歌 陰 影 ノ問題 二就 テ ワ追 加

OttoSteinmeyer(G6rbersdorf):WeitereBeitrage

zurFragederRingsschatten.

氣 胸 療 法 中、 「レ ソ トゲ ン」爲 眞 二 於 テ 氣 胸 部 位 二

三 個 ノ環 状 ノ陰 影 ノ出現 シタ ルー 例 ヲ 報 告 ス、 コ ノ

モ ノ ・成 因 二就 テ ノ・二 標 二考 ヘ ラ レル、 帥 チ ー ツ ハ

人 爲 的 デ氣 胸 針 が全 部 叉 ノ・一 部 肋 膜 ノ外 二 入 ツテ瓦

斯 ガ肋 骨 肋 膜 ヲ膨 隆 サ セ タ ル爲 デ ア リ、 今 一 ツハ肋

膜 ノ炎 症 性 病 墜 ノ産 物 ト考 ヘ ル ノデ ア ル。(柴 田抄)

「レ ン トゲ ンJ二 際 シテ誤 診 ノ原 因 トナ ルニ

三 ノ物 理 的 及 ビ生 理 的 事 項 ノ不 注 意

Haeger(Limburg):DieNichtbeachtungvoneinigen

physikalischenundPhysiologischenTatsachenauf

demR6ntgengebietealsUrsuchefUrFehldiagnose.

先 ヅ「レソ トゲ ン」技 術 ノ登 生 ト結 核 病 理學 訊 ノ攣鰹

ト ノ關 係 ヲ述 べ、 更 二技 術 上 ノ差 ニ ヨ リ 同一 ノ肺 ガ

如 何 二異 ナ ル像 ヲ呈 ス ル カ ヲ理 論 的 二 設 明 シ手技 蛇

二鴇 翼鋼 績 二就 テ、 注 意 ヲ述 ブ.(柴 田抄)

鋸 胸 縁 邊 ノ搏 動 性蓮 動

G.vonderWeth:DiepulsatorischeBewegungen

desPueumothoraxrandes.

Pl.Stumpfノ 「vソ トゲ ソ」波 動 記 器(Kymograph)ヲ

用 ヒル ト禮 内 ノ蓮 動 ヲ知 ル事 ガ 出 來 ル。 コ ノ影像 デ

見,レ ト心 臓 氣 胸 及 ビ大 動 脈 ノ縁 ハ規 則 正 シイ鋸 歯

状 ヲナ シテ居 ル。 氣 胸(萎 縮 シタ肺)ノ 縁 邊 二 搏 動 性

ノ凹 凸 ヲ生 ズ ル ノノ・、 心 臓 搏 動 ノ 爲 ト他_肺 ノ自己

搏 動 ニ ヨル ノデ ア ル、 後 者 ノ、前 者 ヨ リモ 小 デ ア ル が

振 幅 ・・1-2mm二 及 ブ。 コ ノモ 〃 ・心臓 搏 動 二覆 ノw

,レ爲 二左 ノ氣 胸 デノ・明 瞭 デ ナ イ、又 右 デ モ 密 ナ 浸 潤

ヤ肋 膜 肥 厚 が高 度 ノ時 ハ現 ハ レナ イ。(柴 田抄)

血 行 性 結 核 症

H.Loeschke(Greifswald):DiehaematogenenTu-

berkulosen.

血 行 性 結 核 症 ノ最 モ確 カ ナ モ ノ ハ 菌 血 症 デ之 レヲ考
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慮 セ ズ シテ コ ノ問題 ヲ論 ズ ル事 ハ 出來 ナ イ、 近 頃 ノ

L6wenstein等 ノ仕 事 ヲ見)L/ト 多 獲 性 關 節 炎 ノ病 相 ・・

新 ラ シイ観 鮎 カ ラ見 直 サ 子 バ ナ ラ ナ イ。 重 症 結 核菌

敗 血症(Sepsistuberculosagravissima)ト 粟 粒 結 核 症

トノ・共 二盟 内 二多 数 ノ反 鷹 竈 ヲ作 ル ガ 前 者 ・・病 竈 が

大 デ ソ コ ニ組 織 ノ防 禦 力 ガ毫 モ 示 サ レ テ居 ナ イ、 コ

ノ敗 血症 ハ稀 ナモ ノデ ア抄 テ個 膿 が 「ノル メ ル ギー 」

叉 ノ・「アナ フィラキ シー」ノ場 合 二起,レ ノ デ ァル、粟 粒

結 核症 二 見 プル、 結 節 ノ反 磨 型 ハ 個 々 ノ例 デ 異 ナル

が同一 例 ノ病 竈 ノ・同種 類 デ ア ル1但 シ臓 器 ノ 素 因 ニ ヨ

ツ テ例 ヘ バ他 ノ組織 デ ノ・培 殖 性 デ ァル 場 合 拶 膜 デ ノ・

滲 出型 ノ事 ガ ア ル。 病 竈 ノ型 ノ・病 期 ノ長 サ ニ ヨッ テ

異 ナjレ。 原 則 トシ テノ・Hifbschmannノ 設 ノ如 ク結 核

菌 が移 行 シテ來 レバ 必 ズ 多少 共 滲 出性 ノ 反 慮 ガ起 ル

ト考 ヘ ラ レル。 患 者 ガ 生存 ス レ バ段 々 増 殖 性 トナ リ

永 イ 間 ニ ノ・治 癒 シ得 ル。 治 癒 ス ル ノ ガ 稀 ナ ノノ・贈 膜

炎 ニ ョ)lzノ デ ア ル。 粟 粒 結 核 症 ノ成 因 二就 テノ・Lie・

bermeister・ ・「ア レル ギ ー ノ状 態 デ ノ・菌 ・・登 育 ヲ妨

ゲ ラ レル ノデ組 織 内 二 潜 伏 シテ 居 ノレ、 コ ノ時 二急 二

免 疫 ガ破 レテ各 々ノ菌 ガ活 躍 ヲ初 メ テ 結 節 ヲ作 ル ト

唱 へHabschmannモ 之 レ ニ讃 ス,レ が著 者 ノ・少 藪 ノ菌

ガ逐i欠 二潜 入 ス ル ト云 フ説 ニ ハ讃 シ ナ イ、 自分 ノ考

デ ハ 是 非 共 血 管 ト直 接 二績 イ タ 病 竈 ガ 存 在 セ 子バ ナ

ラ ヌ、 而 シテ ソ ノ竈 ニノ・甚 ダ 多数 ノ 菌 ガ 存 在 シ軟 化

液 化 シテ多 数 ノ菌 ガー 時 二血 液 中 二浮 游 ス ノレ事 ガ必

要 デ ア,レ。 コ ノ流 入 ノ場 所 ト時 トノ・大 シタ 問題 デ ナ

イ。

次 二粟 粒 結核 がRankeノ 分 類 デ 第2期 二多 ク第3期

二少 ナ1理 由 ノ・第2期 ニ ハ 淋 巴腺 二廣 汎 ナ 乾 酪 化 が

多 ク第3期 ニ ノ・乾酪 化 ノ・淋 巴 腺 二 少 ナ ク肺 二 多4Kli

ニ アル、 即 チ淋 巴腺 竈 ノ・外 二強 イ被 覆 ガ ア ル 爲 二 中

デ血 管 が破 裂 ス ル場 合 容 易 二病 竈 ノ 内容 ガ 血 行 二 移

行 ス ル ニ反 シ肺 二於 テ ノ・喀血 ヲ起 シ テ外 二排 出 ヌ ル

ノデ アル 。 從 ツ テ第2期 二粟粒 結 核症 ノ多 イ ノハ「ア

レル ギー」状 態 デ ナ ク全 然 機 械 的 二説 明 サ レノレ。 、

同標 二血 行 性 蔓 延 モ説 明 サ レル が之 レ ノ・少 量 ノ 菌 ガ

流 入 ス ル ノデ ア ル。 少 年 期 ノ 肺尖 結 核 症 ・・陳 藩 ナ 未

ダ治 癒 セ ヌ 初 期 病 竈 群 カ ラ ノ 内 因性 血 行 性 再 感 染 ト

見 倣 サ レテ居 ル、 著 者 ノ・肺 ノ原 獲竈 ノ 治 癒 シナ イモ

ノカ ラ斯 ク ノ如 キ肺 尖 竈 ヲ生 ジタ 小 見 ヲ多 ク見 タ が

然 シ之 レ ヲ血 行 性 二起 ッ タ モ ノ トス ル ノノ、疑 ノ、シク

思 フ、 ソ レハ大 抵 ノ・乾 酪 竈 が 氣 管枝 二 績 イテ 居 リ病
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竈 ノ周 リニ 氣 管枝 性 散 布 竈 ヲ 認 メル。 尚 」又之 レ ガ成

人 ノ肺 尖 病 竈 ト何 等 カ ノ 關 係 ヲ持 ッb云 フ 事 二i封 シ

テ モ確 謹 が無 イ、 成 人 ノモ ノ ノ・恐 ラ ク 外 因 性再 感 染

デ ア ラ ウ、Aschoff・Puhlノ 再 感染 竈 モ著 者 ノ・初 メ カ

ラ血 行 性 ノ成 立 ヲ否 認 ス ル、 自分 ノ 見 タ 初 期 浸潤 ハ

総 テ氣 管枝 性 吸 引 輔 移 ヲ示 シ 氣 管枝 壁 ノ乾 酪 化 ヲ持

ッ テ居 タ。(柴 田抄)

血 行性 結 核

H.U且rici:Dieh乞matogeneTuberkulose.

近 年 蜀逸 二於 テノ・肺 結 核 ノ登 生 及 ビ進 行 二 關 シテ氣

管枝 内傳 播 二重 キ ヲ置 イ タ が 最 近 二至 ツ テ 病 理 學 方

面 ヨ リ・・Aschoff,Htibschmann,SchU㎜ann,Page1,

臨 脈 實験 ノ方面 ヨ リノ・Liebermeister,臨 黙 的病 態 ノ

方 面 ヨ リノ・Neumann,之v二 加 フル ニtL6wenstein

ノ血 液 中結 核 菌 ノ研 究 等相 待 ッ テ血 行 性 結 核 ノ・結 核

登 生 上 二重 要 ナ ル地 歩 ヲ占 ム ニ至.ツ タ、 更 二 此 方 面

ノ研 究 ノ・Braeuning.Redeker,Lydtin,Moro,Keller

Duken二 員 フ所 ガ大 デ ア ル。

Neumannノ ・蔓 延性 結 核generalis董erteTuberkulose

ヲ種 々二分 類 シタ が臨 林 上 ニノ・ヤ ヤ煩 雑 二過 ギ ル、

著 者 ハ血 行 性 結 核 ヲ次 ノ如 ク分 類 シ タ。

1)急 性血 行 性 粟 粒 結 核AkutehamatogeneMiliartu・

berkulose臨 林 的 経 過 ・・急 性 、 亜 急 性 、 或 ヒ ノ・慢 性 二

近 キ事 ス ラ アル。

結 核 菌 ノ・数 週 乃 至 敬 ケ 月 間 血 液 中 二 浮 游 ス ル 、 此 原

因 トシテ菌 が血 液 中 二於 テ増 殖 ス ル ト云 フ可 能性 モ

ア ル が謹 明 ノ、セ ラ レナ イ、 最 モ考 へ 易 キ ハ ー ツ ノ源

泉(例 ヘ バ静脈 結核)カ ラ 絶 エ ズ菌 が 血 液 中 二流 入 ス

ノレ事 デ アル。

2)績 行 性 感染ProgressiveDurchseuchung,Schtirm・

ann・Diehls.之 レノ・感 染源 ヨ リ結核 菌 ガ噺績 的 二血 液

中 二流 入 ス ル モ ノデ 或 間 隔 ヲ置 キ テ 血 行性 輔 移 ヲ オ

コス、1同 ノ血 行 性 播 種 ハ同 時 二 種 々 ナ ル器 官 二結

核 ヲツ クル 事 ヲ得 ノレ、 此 場合 肺 ノ 病 竈 ノ・治 癒 シ、 末

梢 器 官 ノ結 核 畷 達 ス)1/tコ ト1が ア リ、 或 ヒ ノ・反 樹 ノ

事 ガ アル 然 シ1同 ノ播 種 デ ハ 軍 一 ノ臓 器 二 結 核 ヲ ッ

ク ル事 が最 モ多 イ。

輕 微性 播 種Diskreteod.blandeStreuung:之vノ ・

「レソ トゲ ソ
」デ偶 然 二登 見 セ ラ レ ル 輕 微 ナ ル播 種 性

病 竈 デ、 初期 墜 化群 以 外 』 孤 立 セル或 ヒノ・多 数 ノ石

灰 竈 トシテ見 ラ レ・ル、 之 レ ハ 圭 トシテ 第2期 ノ初 メ

ニ於 ケ ル播 種 デ第3期 結 核登 生 二i封 シ テ 或 程 度 ノ意
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義 ヲ有 ス ル モ ノ デ アル。

帥 チ 「vyト ゲ ソ」二Sッ テモ 、 或 ヒ ハ 剖 検 上 二 於 テ

モ陳 奮 石 灰 ノ再 燃 ニ ヨ ッ テ第3期 結 核 が オ コ)tz事 ガ

見 ラ 切 レカ ラデ ア ル 、 血 行 性 播 種 ハ 肺 全 盟 二亙 ツ テ

ー 標 二撒 布 セ ラレ タ 小 病 竈 ヲ ッ ク ル事 ヲ特 異 トス,レ

モ 、 上 葉 二於 テ播 種 ノ濃 密 ナ ル事 が少 ク ナ イ、 叉 一

側 、 或 ヒノ・一 局 部 二限 ラ レ タ ル事 がア ル、 カ ・ル場

合 ニ ハ襖 状 二小 病 竈 ガ 撒 布 セ,レ事 力'多 イ、 此 血 行性

播 種 二似 タ病 型 ヲ氣 管 枝 内 傳 播 デ ツ ク ル 事 ガ アル、

空 洞 ヨ リノ撒 布 、 喀血 時 ノ吸 引 ニ ヨル モ ノデ ア ル。

血 行 性 結 核 ノ豫 後、 慢 性 ノ 血 行 性結 核 デ モ 反 復 シテ

播 種 セ ラVJレ モ ノ ・・豫 後 不 良 、 翼性 粟 粒 結 核Echte

Miliartuberkulose或 ヒ ・・謄 膜 炎 ニ テ死 亡 ス)レ。 泌 尿

器 官 ノ血 行 性 結 核 ノ 豫 後 ・・不 定 、 雨 側 ナ ノレ時 ノ・不 良

デ アル、 小 見 蛇 ビ ニ 若 年 者 ノ 骨 結 核 ノ豫 後 ノ・良 デ ア

ツ テ保 守 的 二治療 シテ モ 治癒 ス ル事 が 多 イ が、 成 人

二於 テノ・多 ク手 術 ヲ要 ス ル。

輕 微 性 播 種blandeod.mitigierteStreuungod・abo・

rtiveh5matogeneTuberkulose:之 レノ・語 義 ノ示 セ;レ

如 ク豫 後 が可 良 デ ア ノレ。

血 行 性 結 核 ノ分 類 。

1、 血 行性 粟 粒 結 核Dieh5matogeneMiliartuber・

kulose.

皿、 血 行 性進 展DiehamatogeneSchifbe・

A.反 復 性 血 行 性 播 種Wiederhohlteprotrahierte

h琶matogeneStreuung.

B.1同 性 血 行 性 播 種EinmaligehamatogeneStreuung

1.大 循 環 及 小 循 環 系 統 二於 ヶ ル進 行 性 結 核Prog-

redienteTuberkuloseimBereichdesgroBenund

kleinenKreislauf.

2.孤 立性 臓 器結 核IsolierteOrgantuberkulose・

3.頓 挫性 血 行 性結 核Abortiveh5matogeneTu・

berkulose.(春 木 抄)

小 見 ノ血 行 性 結 核症

GeorgSimon(Aprath)DiehaematogeneTuberkulose

desKindesalters.小 見 ノ結 核症 デ死 因 ノ圭 ナ 」レモ ノ

ノ・粟 粒 結 核 症 ト鵬 膜 炎 トノ合 併 デ アノレ、DUsseldorf

デ ノ例 デ ノ・160中27ヲ 占 メ ノレ、 膿 膜 ノ ミノ・8例 之v

モ血 行 性 デ ア,レ、 粟 粒結 核 症 ノ ミノ・16例 デ ア ソ 久

死 亡 例 ノ牛数 デノ・拶 膜 炎 ト粟 粒 結 核 症 トガ同 時 二症

候 力現 ハ レタ、粟 粒 結 核症 二月撒 炎 力"織 イ タ モ ノ・・

少 ナ イ。
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粟 粒 結核 症 ノ・「チ フヌ 」様 病型 ノ モ ノガ 多 イガ月 盤 モ

績 ク遽 延性 ノモ ノ モ亦 小 見 二見 ラ レ ル 、 コ ノモ ノハ

100%二 胃腸 ノ症 候 ヲ起 スn

臨 肱 診 噺 ノ・他 ノ疾 患 二 見 ラ レ ヌ 様 ナ呼 吸 困難 ト「チ ア

ノー ゼ」トニ依 ル、肝 及 ビ脾 ノ 肥 大 ノ・外 ク ノ・働 知 ス ル

コ トガ 困難 デ アル、 肺 ノ症 候 熱 曲 線 、 白血 球 減 少 、

「ヂ ア ツォ」反 磨 ハ特 徴 ガ無 イ、 大 切 ナ ノ ハ 「ツベ ル ク

リソ」反雁iト 「レ ソ トゲ ソ」デ ア ♪レ、 然 シOesterreicher

二=)レ ト磯 膜 炎 ノ時 ニ ノ・i/3ノ・「ツベ,レ ク リ ソ」陰性 デ

アル 末期 ニナ ル程 現 レ難 イ。 慢 性 粟 粒 結 核 症 ノ・「レ ソ

トゲ ソ」デ100%診 噺 ガ付 ク ガ全 当 中毒 症 及 鵬 膜 炎 デ

ノ・分 リ難 イ事 が ア,レ。

経 過 ・・213ノ・3-4週 間 、3ケ 月以 内 ト3ケ 月以 上 ノモ

ノ ノ比 ノ・88:8最 短 ノ・4日 最 長11/2年 デ ア ル。

粟 粒結 核 症 ノ 治癒 ノ問題 ノ・小 見 科 デ ノ・死 亡 が甚 ダ多

イ カ ラ疑 問 ヲ持 ソ テ居,レ。 小 見 ニ コ ノ 疾 患 ノ頻 駿 ス

ル理 由 ト シテ ・・淋 巴腺 ノ・年 少 ノ 者程 大 デ 氣 管枝 淋 巴

腺 系統 ノ結 核 症 ガ廣 汎 デ ア ル爲 トス)レEngelノ 所読

・・正 シイ(荷 粟 粒結 核 症 ノ原 因 論 及 ビ 肺 尖結 核症 ヲ血

行 性 成 因 ノモ ノス,レ事 ノ當 否 二 就 テ ノ・著 者 自己 ノ意

見 ヲ獲 表 シテ 居 ラ ヌ)。(柴 田抄)

結 核 症 二關 係 ア ル讐 生 見 ノ邊 傳 研 究

(臨 沐 ノ部)

KarlDiehl(Sommerfeld):Erbuntersuchungenantub。

erkul6senZwillingen.(KlinischerTeil)i著 者 ノ・v.Ve・

rschurト 共 二3ケ 年 二亙 リ結 核 性 環 境 ニ ア ル125組

ノ墜 生 見 ヲ研 究 シタ.ソ ノ目的 ノ・人 間?デ ノ・ソ ノ環 境

及 ビ遺 傳 ノ條 件 が結 核 症 ノ登 病 ニ ドノ 程 度 ノ 關係 が

有,レ カ ヲ明 カ ニ セ ソ トス ル ニ 有 ル。結 果 ヲ 見 ル ト、

些 方 共 二結 核 性 攣 化 ア ル モ ノ60組 、 一 方 ニ ノ ミ攣 化

アル モ ノ44組 、墾 方 二結 核 性 墾 化 無 キ モ ノ21組 デ ア

ル。 以 上 ノ結 核 性 攣 化 ノ アル104組 ノ 中 デ結 核 性攣

イヒガ墜 方 等 シ イモ ノ ト異 ナ ツ タ モ ノ トヲ検 ス ル ト同

質 遺 傳 帥 チー 卵 生 ノ鍵 生 見30組 デ ノ・25組(69%)ハ

病 攣 同 ジ ク11組 、31%・ ・病 攣iが 異 ナ,レ、 之 レニ封

シ異 質i遺傳(2卵 生)ノ モ ノ68組 デ ノ、17組 、25%ノ

ミガ病 攣 等 シ ク、51組 、75%ノ 、病 攣 ガ異 ナ ル。

(柴 田 抄)

結 核 症 關 係 ノ讐 生 見 ノ遺 傅 研 究

(i遺傳生 物 學 ノ部)

0.v.Verschur(Berlin・Dahlem):Erbuntersuchungen

antuberkul6senZwillingen.(ErbbiologiseherTeil)
■
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璽 生 見 ノ研 究 ハ遺 博 素 質 ノ覗 角 カ ラ 見 テ 全 然 異 ナ ル

人 ノ群 ヲ比 較 シ得 ル 鮎 デ 検 査 方 法 ト シ テ ノ意 義 が有

ル、 即 チー 卵 生 讐 生 見 デ ノ・同 質渣 傳 が ア リ ニ 卵 生 ノ

モ ノ ニノ・異 質 遺 傳 が ア ンレ.叉 生 活 環 境 二 就 テ モ 同 ジ

モ ノ ト異 ナ ル モ ノ ガ有 ノレ。

同 質 遺 傳 ト異 質遺 傳 トヲ確 實 ゴ 匠 別 ス ル 方 法 如 何 ガ

先 決 問題 デ ア,レ。蓋 然 律 カ ラ見 レバ70-76%・ ・二 卵 生

デ淺 リ25-30%ノ ・一一卵 生 ト見 倣 サ レル。匠別 ス ル 力法

ノ・多 ク ノ 遺 傳特 徴 郎 チ 毛 髪、 目、 皮膚 ノ色 、 人相 、

薗牙 ノ形 ト列 耳殼 ノ 形 指絞 等 ノ類 似 ヲ成 ル ベ ク多 ク

比較 ス ル ニ ァ ル。

研 究 ノ結 果 へ 結 核 症 二 封 ス ル態 度 ノ類 似 ト遺 傳素

因 トノ相 互 關 係 ・・結 核 症 ト生 活 環 境 トノ間 ノ關係 ヨ

リモ大 デ ア,レ。 然 シ吾 々ノ・之 レヲ 以 テ 遺 傳素 質 が結

核 症 ノ重 要 ナ ル原 因 ダ トハ 云 ノ・ヌ ケ レ ドモ環 境 ト相

蚊 ブ所 ノモ ノ ダ トノ・云 ヘ ノレト思 フ。

遙 傳 性 結 核 素 因 ト稻 ス ル モ ノノ・何 カ ノ 問 題 モ亦 コノ

研 究 デ好 望 トナ ツ タ。例 ヘ バ 無 力 性 胸 廓 ヲ 結 核 症 ノ

重 ナ ル原 因 トス ル ガ如 キノ・コ ノ研 究 カラ 見 レバ根 糠

ガ無 イ、 更 二禮 格 燈 質 ヲ 種 々分析 シテ 各 要 素 二就 テ

検 シテ モ成 績 ハ 陰 性 デ アル、 帥 チ 遺 傳 的結 核 素 因 ノ

本 態 ハ非 特 異 性 ノ膿 質 異 状 ニ ノ・存 在 セ ヌ モ ノ ト見倣

サ レル 、從 ツ テ何 等 カ ノ特 異 性 ノ遺 傳素 因 ガ有 ノレ ト

考 ヘ ル ノ ガ正 當 デ ア ル ラ シク思 ・・レル。(柴 田抄)

結 核菌 ノ生 物 學 二關 ス ル新 研 究

BrunoLange(Berlin):NeuereForschungenzurBio・

10giedesTuberkelbacillus.

近 時Kochノ 結 核 菌 ノ・結 核 症 病 原 菌 ノ唯 一 ノ 型 ナ

リ ヤ 否 ヤ ノ 問題 ガ廣 ク研 究 セ ラ レ タ、 而 シ テ實 験 ヲ

基 トシテ 結 核 菌 ノ・結 核 病 原 盟 ノ號 育 環 中 二 於 ケ ル

ー ツ ノ 相 ヲ ナ ス ニ 過 ギ ヌ トノ考 ヲ持 ツ學 者 ガ少 ナ カ

ラ ズ ア ル、 然 シ演 者 ノ意 見 ニ ヨ レバ 今 日迄 ニハ斯 ノ

如 キ 相 像 ヲ 正 當 ッゲ ル ニ足 ル實 験 蛇 二観 繁 ノ・無 イ、

寧 口吾 人 ・・RobertKochト 共 二結 核 菌 ヲ以 テ結 核 病

原 膿 ノ 絶i封 的完 全 ナ ル型 ト見 倣 サ 子 バナ ラ ヌ。 結 核

菌 ノ 分 離 培 養 ノ・新 ラ シ イ方法 デ甚 ダ容 易 ニ ナ リ之 レ

ヲ用 ヒテ 診 噺 が從 來達 セ ラ レナ カ ツ タ症 例 二於 テモ

可 能 トナ ル ニ至 ツ タ。

人 二於 ケ ル牛 型 結 核 菌 ノ 新 研 究 デ、 牛 型 菌 ハ 人 間 二

i封シテ ハ比 較 的 二毒 力 が 弱 イ1・云 フ以 前 カ ラ信 ゼ ラ

レタ考 ・・動 揺 ヲ來 ス ニ至 ツ タ シ カ シ人 ノ感 染 ・・人 型

菌 ニ ヨル モ/ガ 甚 ダ多 数 ヲ占 メ ル事 實 ヲ思 ヘ バR.

録 911

Kochノ 意 見即 チ人 カ ラ人 ヘ ノ感 染 ガ 防禦 力 策 ノ重 要

ナル著 眼 的 ナ リ トス ル ・・正 當 デ アル。.

感 染 二必 要 ナ ル菌 ノ量 二就 テ ノ・長 イ間 不 明 デ ア ツ タ

ガ今 日デ ・・實 験 成 績 モ人 二就 テ ノ観 察 モ ヨ クー 致 シ

テ、 菌 が適 當 ナ ル 門 戸 カラ侵 入 ス ル 場 合 ・・少 鍛 、 屡

々唯1個 ノ ミデ ヨ ク感 染 ヲ 起 ス ニ 足 ル 事 ガ分 明 トナ

ツ タ。 勿 論 ソノ後 ノ結 核症 ノ 経 過1ニ ノ・大 差 ガ ァ)tz、

之 レ・・菌 株 ノ持 ツ毒 力 ノ 度 二依 ル ノ デ ア ル、 流 行 病

學 トシテ ハ喀疾 カ ラ出 タ菌 が 如 何 ナ ル 毒 力 ヲ 有 ス ル

ヤ ノ問 題 ・・興 味 ガ ア ノレ。(柴 田 抄)

種 々 ノ年 齢 二於 ケ ル初 期髪 化 輩 ノ細 菌 學

的 所 見

H.E.Anders(Berlin):BakteriologischeBefunde

beiPrimtirkomplexeninverschiedenenLebensaltern.

石 灰 化叉 ノ・骨化 シタ初 期 攣 化 群 ノ腺 病 竈 ノ 中 デ結 核

菌 ガ如 何 程長 ク生 存 シ毒 力 ヲ保 ソ テ居 ル カノ・生 物學

上 興 味 が ア リ、 臨 脈 二豫 後 ヲ 定 メ ル 上 二 甚 ダ重 要 ナ

ル問 題 デ ア,レ。 今 日迄 コ ノ研 究 ノ 報告 サ レ タ総 数 ハ

157例 デ 内 生菌 ノ詮 明 サ レタ ル モ ノノ・36例22.2%

デ ア ル、 之vヲ 年 齢 別 二 見 ル ト最 モ 多 イ ノノ・50代 デ

ア ル が、 菌 陰性 ノ例 デ モ コ ノ年 齢 ノ モ ノ ガ多 数 デ ア

ル カ ラ、 之 レノ・必 ズ シモ 初 期 攣 化群 ガ 遅 ク出 來 タ爲

デ ハ ナ イ。 腸 カ ラ侵 入 シタ 初 期 墜 化 群 ノ腺 病 竈 二就 一

テ ノ研 究 ノ・例 力沙 数 デ アル、 飯 塚 ノ検 シタ39例 デ ノ・

治 癒 シタ腸 間 膜 腺 中 二生 キ タ菌 ヲ現 タ例 ノ・一 ツ モ無

イ。 内 因的 淋 巴腺 性 再 感 染 ノ源 ト シ テ ハ 腸 ノ初 期 攣

化 群 ノ淋 巴腺 群 ハ問 題 ニ ノ・ナ ラ ヌ ト思 フ。 新 ラ シイ

細 菌學 的研 究 及 ビ病 理解 剖 所 見 二 司 レ バ 結 核性 初期

攣牝 群 ガー 度 シカ起 ラ ヌ ト云 フ 誼 ノ・正 シ ク 無 イ、 老

年 ノ人 デ確 カナ初期 墜 化群 ノ痕 跡 が有 ル 以 後 二i新鮮

ナ 定 型 的 ノ初 期 墜化 群 ヲ認 メ ラ,レ ・例 ガ有 ル。

(柴 田 抄)

結 核 ノ血 清 診 蜥

G.Blumenthal:SerodiagnosederTuberkulose

結 核性 疾 患 ノ血 清 診 噺 ・・古 ク コッホ氏/時 代 ヨ リ、試

ミラ レタ ル ガ實 用 上 用 ヰ ラ ノレレ ニ至 ツ タ ノ ・・最 近 ノ

事 二團 ス}レ、 凝 集 反 鷹 、 沈 降 反 鷹 等 ハ今 日前 線 ヨ リ

稽 く後退 シ、 補 膿 結 合 反 鷹 ガ 最 近 二至 ツテ 始 メ テ臨 一

脈 上 ノ債 値 ヲ有 ス ル ヤ ウニ ナ ツ タ、 同 反 慮 ノ 最 重 要

黙 ノ・充 分 ナ ル反 磨 能 力 ヲ有 ス ル 抗 原 ヲ製 作 ス ル コ ト

デ アルo

結核二於テハ病原膿 ノ特種蛋白質 二封 スル抗膿 ノ外、
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二或 不 明物 質(大 部 分2・ 「リボ1ド 」)二i封 ス ル 抗膿 ガ

ア ツ テ、.之 レガ特 異 性 反 腱iヲ 顯 ハ ス上 二 於 テ 重 大 ナ

ル 關係 ヲ有 ス ル モ ノ デ ア ル、 故 二徴 毒 血 清 ニ ノ・働 カ

ズ シテ結 核 血 清 二i封 シテ充 分 ナ ル 反 庶 力 ヲ 呈 ス,レ、

結 核 補 禮 結 合 反 慮 用 抗 原 ノ・此 ニ ツ ノ 抗 原 群 ノ適 當 ナ

ル配 合 ニ ヨ ル モ ノ デ ナ 〃 テ ハ ナ ラナ イ、 多 ク ノ 抗 原

が徽 毒 血 清 ニ モ反 磨 ヲ呈 ス ル ハ 結 核 菌 成 分 以 外 ノ「リ

ポ イ ド」ヲ含 有 ス ル爲 メ デ ア ル。

著 者 ノ・自 ラ考 案 セ ル 抗 原(結 核 菌 ヲ「アセ トン」、「エ ー

テ ル」ニ テ塵 置 セ;レモ)ノ ヲ以 テ2500人 ノ結 核 血 清 ヲ

試 験 シテ好 結 果 ヲ得 タ、 之 レヲ 現 今 最 モ 優 秀 ナ リ ト

セ ラ,レ ・。Neuberg-Klopstock及 ビWitebskyノ 抗 原

ト比 較 ス,レ ニ非 常 ニ ヨ クー 致 ス 、時 二各 抗 原 ガ互 二補

充 シ合 フ事 が ア ル、卸 チ重 症 結 核 二封 シテー ツ ノ抗 原

ガ弱 反 慮 或 ヒバ陰 性 ナ ル トキ ニ他 ノ抗原 ヲ 用 ヰ,レ時

陽 性 二 出 ル コ トガ アル、 之 レハ 恐 ク 抗 原 ノ有 数 成分

ノ・強 含 有 量 ノ差 二基 ク爲 メ デ ア ラ ウ、 故 ニニニ種 類 ノ

抗 原 ヲ卒 行 シテ用 ヰル コ ト・・意 味 ノ ア,レ事 デ ア ル。

(春 木 抄)

Ltibeckり 乳 見 結 核症 二就 テ ノ観 察

(A.臨 林 方 面)

H.Kleinschmidt(K61n):Beobachtungenbeiden

LtibeckerS5uglingstU1)erkulosen.

豫 防 剤 ヲ服用 シタ251名 ノ内65名 ノ・死 亡 シ タ ガー

面 甚 ダ輕 症 ノ モ ノ モ ァ リ殊 二42名 ハ結 核 性 ノ病 徴 ガ

少 シモ無 イ。 カ ク ノ如 キ相違 ヲ 示1ス ノハ 個膿 ノ抵 抗

カ ノ差 異 トモ 見 ラ レル ガ、 共 レニ シ テ ハ 蝕 リ著 シ過

ギル、 之 し・ハ第1二 内 服 セ シ メ タ 結 核 菌 液 ノ成 分 ノ

差ニカ、 或 ノ・服 用 方 法 ノ 差 二蹄 ス ベ キ モ ノ カ ト思 フ。

吸 入 ノ場 合 ノ・菌 量 ハ 感 染 ト大 シタ 關係 ハ無 イ ガ内服

デ ノ、趣 ヲ異 ニス ル モ ノデ ア ル。

死 亡 時期 、33名 ノ・90日 以 内 、 就 中45日49日 二死

亡 シタ 者 ノ モ ア ル、 最 長 ノ・364日 、 初 病 徴 ノ・3-4週

二現 ノ・レタ、 「ツベ ル ク リソ」過 敏 性 ハ 多 徽/モ ノハ

遅 ク 出現 シタ、 早 ク出 現 シ タ モ ノ ガ豫 後 不 良 デ アッ

タ ト云 フ事 實 ハナ イ。

症 状 中顯 著 ナ モ 〃 ・頸 淋 巴 腺 ノ腫 脹 デ アノレvBehling

ノ、(1903)「 モ ル モッM二 菌 ヲ食 ノ・セ タ 時 ニ コvノ 起,レ

事 ヲ記載 シB.Langeモ 亦 同襟 ノ實 験 ヲ行 ツ タ カ'人

間 二於 テ 見 タ ノ ハ今 日 ヲ 最 初 ト ス ル、 一 列 ノ幼見 ハ

ロ腔 鼻 咽 腔 扁桃 腺 ノ攣 化 が 著 明 デア ツ タ、 ヌ源 號性

中 耳結 核 症 ・・21例 ヲ数 ヘ タ、 腸 ノ・症 獣 ノ・却 ツ テ輕 ヵ
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ツ タ ガ病 攣 ハ 著 明 デ ア ル。 下 痢 ハ 比 較 的少 ナ ク嘔 吐

ガ多 イ、 之 レノ・食 道 、 胃、 十 二 指 腸 二 愛 化 ノア ル爲

デ 「イ レ「ウス」ノ爲 デ ハ 無 カ ツ タ。 腸 出血 、 穿 孔 性 腹

膜 炎、 慢 性 「イ レ ウス」モ有 ツ タ ガ稀 デ アル。

肺 ノ初 感 染 ノ・経 口感 染 ノ 結 果 ト シテ ハ 直 チ ニ考 ヘ ラ

v・ナ イ事 デ ア」レガLtibeck二 於 テ ノ・反 覆 シテ見 ラ レ・

タ。

贈 膜 炎 ・・17例 デ ア ツ タ、 盟 重 曲線 ハ興 味 が ア,レ、 帥

チ蔓 延 性 結 核 症 ノ幼 見 ハ 初 メ盟 重 ハ 増 加 シ後 二低 下

シ タ ガ ソ ノ多 ク ハ最 後 二急 劇 ノ下 降 ヲ示 シ タ。

(柴 田抄)

Ltibeckり 乳 見 結 核 症 二就 テ ノ襯 察

(B.病 理 解 剖 方 面)

P.Schtirmann(Berlin):Beobachtungenl)eidenLu・

beckerSauglingstuberkulosen.(B.Pathologisch-ana・

tomischerTeil)

72例 ノ解 剖 所 見 デ アル、1-4ケ 所 二 初 感 染 竈 ヲ認 ム

,レモ ノ ノ頻 度 ノ・

1ケ 所 腸18.3%

2ケ 所

3ケ 所

4ケ 所

腸+頸

腸+肺=

頸+肺=

腸+頸+肺

腸+胃 食道+頸

欝}一
=1謝3・%

1.7%

次 二各 部 位 二就 テ ノ頻 度 ハ

胃一 食 道=18.3%肺=20%頸 部=78.3%

腸=98.3%デ 腸 二最 モ多 イ。

コ ノ所 見 ノー 般 的 債 値 ハ 絵 リ重 大 デ ナ イ、Lifbeckノ

例 ノ・総 テ大 量 ノ菌 ノ感 染 デ ア ル カ ラデ ア,レ。

胃 ヤ食 道 ノ初 感 染 竈 ノ・從 來 記 載 セ ラ レタ モ ノ が無 イ、

コ ノ胃 ノ初 感 染 結 核 竈 ハ慢 性 ノ 結 核 以 外 ノ潰 瘍 ノ出

來 ル場 所 ト同 ジ所 二生 ジテ 居 ル ノハ 注 目 二 値 ス,レ、

腸 ノ原 登 竈 ハ小 腸 ノ ミニ ア リ廻 盲 辮 カ ラ 先 ニハ 無 イ

之 レノ・乳 魔 ノ吸 牧 ガ圭 トシテ 小腸 デ 行 ノ・レル 事 ヲ示

ス。 爾 興 味 ノア ル ノノ、治 癒 現 象 ノ 認 メ ラル ・事 デ ア

ル、 内服 後 死 迄 僅 カニ44日 ノ乳 見 二於 テ モ乾 酪 化 ・y

タ初 期 墜 牝 群 ノ縁 邊 二 繊 維 組 織 ノ形 成 が見 ラ レタ、

更 二58日 ノ モ ノニ 白垂化 ガ謹 明 セ ラv、144日 以 後

ノモ ノ・・…ハ毎 常 同 ジ所 見 がア ソ タ、237日 ノ者 ニノ・切

断 出來 ヌ程 硬 イ石 灰 化 が起 ツ テ居 タ、 動 物 二 於 テ ハ

初 感 染 ノ後4-6週 デ石 灰 化 が起,レ コ トガ 實験 サ レ タ
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カ'、人 間 デノ・Geipelガ6ケ 月 ノ小 見 二於 テ見 タ外 ・・

不 明 デ ア ツ タ ガ之 レニ ヨ ツ テ充 分 ナ知 識 ガ得 ラ レタ。

肺 二初 感 染 竈 ヲ生 ジタ モ ノ・・腸 カ ラ 血行 性 二來 ツタ

モ ノデ ナ ク テ内 服 時 二氣 道 内 二 嚥 下 ジタ 爲 ト思 ノ・レ

,レ。(柴 田 抄)

ZeitschriftfarTuberkulose.Bad.61.Heft6.1931.

片 側 及 雨側 性肺 結 核症100例 二於 ケ ル横 隔

膜 紳 経 捻 除 二關 ス ル経 験

Dr.Ch.Harmsu.AssistenzarztDr.Merkel:Erfa・

hrungtiberdiePhrenikusexairesein100Fallenbei

einseitigerunddoPPelseitiger]Lungentuberkulose.

著者 等 ・・表 ヲ以 テ次 ノ如 ク説 明 シテ 居 ル。100例(片

側 性 ノ モ ノ24例 、 雨 側 性 ノモ ノ76例)ノ 患 者 二就 テ

横 隔 膜帥 経 捻 除 手術 ヲ行 ヒ、8年 間観 察 ・yPt)1/二 、

ソ ノ内 死亡 セ ル モ ノ52例(片 側 性6例 。雨 側 性46例)

デ、 共 内18例 ノ・4年 後 二生 業 能 力 ヲ得 タ、17例 ・・4

年 迄 ノ観 察期 間 中 ニノ・生 計 ヲ立 テ得 ナ カ ツ タ ガ、 其

内6例 ノ・観 察期 間 中 二勢働 二從 事 シ タ。 観 察 中 ノ31

例 ノ内21例 ハ生i業能 カ ガ ア リ、 共 内5例 ハ確 實 二治

癒 シタ様 デ アル。 残i)ノ10例 バー 部 ハ病 院 或 ノ・家 庭

デ磐 療 ヲ受 ケ、 一部 ハ 勤 務 不 能 デ ア ル。 死 亡 率 が高

イ ノノ・手術 途 行 ノ 適 慮 症 ガ、 雨 側 性 病 機 ノ 場 合 二重

症 ノ側 二行 ツ タ爲 デ ァ ル。 然 レ ドモ彼 等 ノ・手 術 二依

ツ テ 壽 命 ヲ延 シ、 一 時 的 二勢働 二 從 事 シ得 ル モ ノ ト

信 ジテ 居 ル。 重 二雨 側 性 ノ 疾 患 一 際 シテ、 横 隔 膜 捻

除 ヲ行 ツ タ ノ デ、 他 ノ諸 家 トノ 比 較 ハ 不 可 能 デ アル

ト。(亭 野 抄)

罹 患 肺反 劃側 ワ横 隔 膜謝 脛捻 除 ノ問題 二就 テ

Dr.AlbertSchuberth:ZurFragederPhrenikuse・

xairesebeierkrankterGegenseide.

i著者 ・・6例 ノ治 験 例 ヲ暴 ゲ、X線 爲 眞 ヲ 以 テ説 明 シ

テ居 ル。 帥、 中肺 野 ガ 重 症 罹 患側 二 牽 引 サ レテ居,レ

所 ノ雨 側 性 上 肺 野病 機 ノ 場 合 二 於 テ、 該 側 二横 隔 膜

碑 経 捻 除 ヲ行 フ事 二依 ツ テ、 屡 く 反 封 側 二好 影 響 ヲ

與 ヘ ル。 ソ レ・・施 術 後、 反 劃 側 ヘ ノ 中肺 野 ノ 輔 位 二

依 ル爲 デ ァ,レ ト。(亭 野 抄)

髄 質 卜結 核 症

Dr.HansStrecke.(Magdeburg):Konstitutionund

Tuberkulose.

氏 ノ・859例 ノ小 見 デ禮 質 が 結 核 性 疾 患 ノ頻 度 、 及 結

核 症 ノ経 過 二及 ボ ス影 響 二 就 テ 調 査 シタ。Sigand-i

CoeperトKretschmerト ノ定 メ タ盟 質 型 ヲ使 用 シ

テ 互 二 比較 シ テ見 タ。 繊 弱 型(Leptosomen)ノ ・48.3%

デ、脳 型(Zerebralen)4.4%呼 吸器 型(Respiratoriker

33.8%、 虚 弱型(Astheniker)10.1%ヲ 総 括 シテ 見 ル

ト、 繊 弱型 ハ全 人 ロ ノ約 牛藪 以 上 二 達 シテ 居 ル。 肥

満 型 、清 化 器 型(Pykniker-Digestiven)ノ ・20・9%デ 少

シ多 ク、筋 肉 型(Muskularen)・ ・30.5%デ 非 常 ナ減 少

デ アル 、 小 見 時 代 二於 テ ・・膿 質 ハ未 ダ定 ツ テ居 ナ イ。

殊 二消化 器 型 ノ場 合 ニノ・年 齢 ガ増 加 ス ノレ ニ從 ツ テ、

帥 チ4-7歳 デ ノ・35.8%カ ラ、12-15歳 デ ノ・15・1%

二減 少 シテ來 ル。 反封 二筋 肉 型 ノ場 合 ニハ25.3%カ

ラ41.3%二 増 加 シテ來 ル。 虚 弱 型 ノ数 ハ僅 少 デ ノ・ア

Jレカ・、4-7歳 デ2.11%カ ラ、12-15歳 デ ノ、16・4%二

壇 加 スル 。

非結 核性 ト非 活 動 性 トノ分 類 ノ・各 々 ノ 盟 質 型 二根 本

的 二 ・・匠 別 出來 ナ イ。

虚 弱 型 ノ・一 般 二「ツ ベ,レク リ ソ」二封 シテ反 庶 ノ・弱 イ。

磯 型 ノ・他 ノ禮 質 型 ヨ リ強 イ反 庶 ヲ呈 ス ル 。

禮 質 ト赤沈 トノ關係 ヲ 見 ル ニ。 速 度 ノ 速 イ場 合 デ、

虚 弱 型 ノ38.5%ト 云 フ高 卒 ヲ示 シテ居 ル。筋 肉型 ノ・、

結 核 二於 テ ノ、ソ ノ 反 磨 性 ニア マ リ影 響 ガ無 イ 様 デ ア

ル。 。消 化 器 型 ノ沈 降速 度 ハ速 カデ ア ル。

Simonノ 報 告 シタ様 ナ材 料 ノ分 類 二際 シテ、彼 ノ数 ト

ノ・根 本 的 二差 異 が ア ツ タ。 叉 猫 特 ノ 表 二 於 テ膣 質 型

ノ肺 尖韓 移 ノ分 布 ・・Simonト 異 ツ テ居 アレ。(干 野抄)

外傷 ト肺 結 核 症

Schnieder:Trau疲1aundLiungentuberkulose.

石 灰 竈 が胸 部 二外 傷 ヲ受 ケ タ 結 果 、 臨抹 的 二 肺 結 核

症 ヲ誘 獲 シタ ル1實 例 ヲ暴 ゲ テ、 非 活 動 性 ノ結 核 竈

培 悪 ノ 可能 性 ノ・、 一 ツ ニ ノ・免 疫 生 物 學 的性 質 ノ 理 由

ニ ヨ リ、他 ニ ハ 細 菌 學 的 ノバ レ ンツ ニ俵,レ ト設 明 シ

テ居,レ。(卒 野 抄)

WalbumJ賓 験 的結 核 二封 ス ル金 魔 麹 類療 法

M・Tzechn・wit・eru・1・G・1denberg・Metallsalather・1

apiederexperimentellenTuberkulosenachWalbum .

彼 等 ・・Walbumノ 方 法 二依 ツ テ結 核 菌 ヲ接 種 シタ)レ、

海 狸 ト、 家 兎 ノ幾 群 カ ニ 小 量 ノ金 團 盤 類(BaCl2ト

CaCl2)ノ 治 療 的 数 果 ノ、實 験 的 再 試験 ヲ行 ツ タ が
、

Walbumガ 記 載 シタ様 ナ結 果 ノ・示 サ ナ カツ タ
。 然 シ
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ナ が ラ、 彼 等 ハ結 核 ノ 非 特 種 的 金屈 聾 類 療 法 ノ複 雑

ナ ル 問題 ノ將 來 ノ 研 究 二期 待 シ得 ル ト信 ジ テ居 ル。

但 シ ソ ノ場 合 、 ア ク マ デEhrlich二 依 ツ テ創 設 サv

タ特 種 的 化學 療 法 ノ道 ヲ放 棄 シテ ハ ナ ラ ナ イ ト云 ツ

テ居 ル 。(卒 野 抄)

ピル ケ ー ノ「ツベ ル ク リ ン」試 験 ワ際 ノ膿 温 、

及 局 所 ノ反 感 二就 テ

M.Hoffmann(Ukraine):UberTemperatur・u.Her・

dreaktionbeiAnwendungderPirquetschenTuber。

kulinprobe.

氏 ノ・ニ ツ ノ實 例 ヲ基 ゲ、 且 文 獄 ヲ 参考 ニ シ テ 、 次 ノ

如 ク云 ツ テ 居 ル。 皮 虜 二 於 ケ ル最 モー 般 的 二、 簡 軍

ナ ル、 「ツ ベ ノレク リ ソ」試 験 ノ・屡 く盟 温 及 局 所 ノ反 慮

ヲ誘 起 ス ル。 故 ニ ソ レノ・全 ク無 害 ナ モ ノ トノ・思 ハ レ

ナ イ。 ビ ル ケ ー ノ場 合 ノ盟 温及 局 所 反 磨 ノ 登 生 二 就

テ ノ、次 ノニ ツ ノ動 機 ガ働dテ 居,レ 。 卸第1二 皮 膚 ノ

乳 嚇 暦 二、 「ツ ベ ル ク リ ソ」ガ達 ス ル 事 ト、 第2二 正

確 ナ量 ヲ使 用 シ ナ イ カ ラデ ア ル ト。(干 野 抄)

醗 酵 二依 ツ テCalmette・Gu6rin弱 審 菌 ノ

病 原 的 二攣 化 シ得 ル可 能 性 二就 テ

Dr.med.AlexanderKomis(athen):UberdieM6gl.

tChkeit,denabgeschwllchtenBazillusCalmette-Gu6・

㎡udurchG5hrungineinenPathogenenumzuwand。

eln.

氏 ノ醗 酵 方法 二依 ツ テ、Calmette・Gu6rin弱 毒 菌 ヲ製

造 シ、 動 物 實 験 ヲ行 ツ タ、其 ノ 結 果 、 醸酵 二 俵 ツ テ、

CalmetteGu6rin弱 毒 菌 ヲ病 原 的 二攣 化 シ得 ル ト云

ツ テ居 ル。(李 野 抄)

糞 便 中 ノ結 核 菌 槍 査 ノ診 断 的 債 値

Dr.DionysiusSzUle(Budapest):DerDiagnostische

WertderStuhluntersuchungaufTuberkelbacillen。

糞 便 検 査 ノ債 値 二就 テ、 色 々意 見 ノ相 異 が ア ル ノデb

氏 ・・コ ノ仕事 ヲ爲 ス 動 機 ヲ得 、 成 人 ノ 結 核 患 者 二於

ケ ル糞 便槍 査 ノ債 値 ヲ確 定 シタ 。 卸 、 確 定 的 二非 結

核 性 ノ8例 ト結 核 性 疾 患 ア リ ト 思 ノ・しつレ89例 ノ成

人 トニ就 テ、 糞 便 検 査 ヲ 行 ツ タ 結 果 、 腸結 核症 ア ル

モ ノ ニノ 全 部 詮 明 サ レ、 肺 結 核 症 アル モソ ニ ノ・、 開

放 性 ノ場合 ニ ノ ミ登 見 シタ。 糞 便 検 査 ノ 際 二喀 疾 所

見 ハ陰 性 デ ア ツ テ モ、 屡 く糞 便 デ ハ 陽 性 二 出 タ.故

二糞 便 検 査 ノ・精 細 ナ ル診 断 ノー 手段 デ ア ル。 コ ノ楡

査 ノ・實 際 的 ノ診 噺 ト同 時 二、 豫 防 的 ニ モ 亦 意 味 ガ深

イ。(卒 野 抄)

TheAmericanReviewofTuberculosisVol.XXVI.No.3.Sept.1932.

療 養 所 ノ攣 遷 状 態

Johnalexander,Thechangingstatusofthesanato一

㎡um.

肺 結 核 治 療 上 外科 ノ領 域 が急 速 二 増 加 シタ、 從 ツ テ

ー 般 外 科 讐 ヌノ・内科 磐 サ へ 之 ヲ行 フ傾 向 が ア ル
、 胸

部 外 科 二 相 當 習 練 ヲ ツ ム ベ キ 標 準 ヲ考 へ 子 バ ナ ラ

ヌ。 例 外 ノ・アル が 田舎 ノ 療 養 所 ニ ハ其 職 員 中 二 胸 部

外 科 二熟 練 シタ ル磐 員 ヲ常 備 傭 シテ ナ カ ツ タ リ患 者

ノ信 頼 ス ル ニ足 ノレ専 門 讐 ヲ オ イ テ ナ イ。 ソ コデ 田舎

ノ療 養 所 ノ、地 理 的 二 組 合 ヲ組 織 シテ 地 理 的 二都 合 ヨ

キ 中央 結 核病 院 ト聯 結 シ、コ ノ病 院 ノ・非 都 市ヌ.ノ・郊 外

ニ ァ ル モ ノデ 讐 師 ノ交換 所 ヲ有 ン 練 達 セ ル 胸 部 外科

讐.叉 ハ 專 門 讐 ヲ抑 シ テ随 時療 養 所 二1派 遣 ス,レ ヲ要 ス

ル。 療 養 所組 合 二屈 ス ル 胸 部 外 科 讐 ノ・一 定 ノ期 間 ヲ

オ キ田 舎 ノ療 養 所 ヲ訪 子 テ 療 養 所 騎 ノ相 談 二鷹 ジ叉

ノ・適 癒 症 ノ手 術 ヲス ベ キ デ ア ノレ。 外 科 馨 ノ・療 養所 叉

ノ・地 方病 院 二於 テ 横 隔 膜 紳 経 手 術 ヲ行 フベ キ ダ ガ他

ノ手 術 又 ノ・手 術 前後 ノ虜 置 ヲ 要 ス ノレ患 者 ノ・中 央結 核

病 院 へ迭 ル ベ キ カ 否 ヤ ヲ決 定 ス ル、 中 央結 核 病 院 デ

ノ・手 術 留 が毎 日看 覗 シ外 科 的 二 恢 復 シ タ ル 時 患 者 ヲ

再 ビ元 ノ療 養 所 へ返 ス ベ キ デ ア,レ。(寺 尾 抄)

肺 結 核 二於 ケ ル空i同

F.M.Pottenger,Cavjtationinpulmonarytubercul

osis.

人 工 胸 療 法 ・・活 動 性 ナ ル停 止 性 デ モ之 ヲ施 シテ ヨイ、

胸 腔 内 二空 氣 ヲ充 ス コ トニ ヨ リ 組 織 ノ 緊 張 ヲ去 ル。

肺 組 織 ヲ積 極 的 二歴 迫 シテ 必 要 二磨 ジ テ 空 洞 壁 ヲ歴

縮 ス ル。 空 氣 ガ吸 敢 サ レ 出 ス ト塵 力 ノ・減 ズ ル タ メ組

織 ノ・歴 縮 ト緊 張 トヲ 交 互 二受 ケ ル。 コ ノ事 ノ・空 洞 ガ

成 形 術 ノ場 合 ニ ハ 永 ク膿 ヲ 瀦 溜 セ シ メ ル ノ トノ・異 リ

ソ ノ排 膿 ヲ容 易 ナ ラ シメ ル。 サ レバ 氣 胸 ノ・病 竈 ガ急

性 デ乾 酪 攣i性 ガア ル場 合 二空 洞 治 療 二甘 ク 行 ノ・レル。

-」叉ノ・倣 ケ ノ急 性 空洞 が ア ツ テ 而 モ蔓 延 症 ヲ有 ス ル

患 者 二普 通 療 法 ガ失敗 二 了 リ殊 二充 分 ナ ル 免 疫 が未

グ デ キテ ナ イ場 合揮 ブベ キ療 法 ハ 氣 胸 デ ア ル。 肋 膜

腔 内=空 氣 アル以 上 肺 ノ・安 静 ヲ保 チ 組 織 ノ 緊 張 ハ去

リ患 者 ハ強 力 トナ リ、 特 異性 抵 抗 力 ヲ壇 ス、癒 著 が

ア ッ テ完 全 ナ ル萎 縮 ヲ 妨 ゲ テ モ 肋 腔 内 肋膜 剥 離 ヲヤ
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リ屡 く目的 ヲ達 ス ル、 癒 著 が硬 過 ギ叉 ノ・肺 ヲ傷 付 ケ

1レ憂 ア ル時 ハ胸 腔 内 ノ大 部 分 ヲ充 セ ル 空 氣 ノ ミデ モ

緊 張 ヲ減 ジア ル程 度 ノ治癒 ヲ來 ス コ トヲ忘 レテ ノ・ナ

ラナ イ。 歴 迫 ノ・空 洞 上 ヲ屋 縮 ス ル モ ノ デ アル が牽 引

ス ル コ トガ アル。 コ ノ事 ・・空 洞 が肺 尖 二近 ク ー ア リ

肺 尖 ヨ リ空 洞 ヲ掩 ヒ叉 肺 底 部 二癒 著 ガ ア ル 時 ハ 屡 く

起Jレ。空氣 ヲ入 レル ト例 ヘ バ第 二 肋 骨 以 上 ト第9.10肋

骨 以 下 ノ間 ノ線 ハ 内方 二 曲 リ接 燭 迄 デ牽 引 ス ル コ ト

トナ ル。 カ ク ノ如 キ條 件 デ ハ 空 氣少 量 ヲ 入 レタ 場合

二大 量 ヲ入 レタ時 ヨ リ数 がξア ノレ、 癒 著 ハ 肋 腔 内剥 離

不 能 ナ場 合 ニ ハ肋 腔 外 デ之 ヲ行 フ コ トガ デ キ ル。

横 隔膜 紳 経 噺 絶 ハ片 側 肋 腔 ヲ ユ1、ニ ス ノレヵ'氣胸 ヲ施 シ

タ病 的 組織 二積 極 的 影 響 ヲ及 ボ ス コ トナ ク、 コ レ ヵ

ラ得 ル利 盆 ハ組 織 内緊 張 ヲ去 リ 罹 患部 ノ蓮 動 ヲ減 少

セ シメ ル ニ アル。 横 隔 膜 紳 経 切 断 ノ 場 合 ニ ハ 逆 呼 吸

ヲナ ス コ トア リ吸 氣 時 二 横 隔 膜 昂上 ヲ來 ス。 コ レ ノ

起 ル ハ 手 術 側 ノ胸 廓 下 部 ノ運 動 ハ 他 側 ト同大 デ アル

事 實 ヨ リ明 カデ アル。 酔 経 切 断 術 ハ 停 止 空洞 叉 ハ 活

動 病 勢 部 二 空 洞 ノ アル 場合 二之 ヲ 行 フ。 空 洞 ガ 肺/

イ カナ ル部 ニ ア ル トモ問 題 ノ・ナ イ。 但 シ他 側 力・可 ナ

リ良 好 ナ ル状 態 ヲ示 シテ 居 ル コ トヲ要 ス ル。

Apicolysisが デ キt1バ 最 モ理 想 的 方 法 ダ。假 令 生 理 的

二良 好 ナ ル状 態 ニ ア ツテ モ 空洞 ガ 存 在 シテ ・・將 來 之

ガ蔓 延 源 トナ ル。 手 術 ノ永 久 的成 功 ノ・患者 ノ 免 疫 ガ

充 分 二成 立 ス ル コ ト ダ。 之 ・・一 ・・免 疫 力 大 ナ レバ 再

活 動 ノ危 瞼 少 ク免 疫 力 大 ナ レバ病 竈 ヤ空 洞 が ヨ リ ヨ

ク治 癒 ス ル コ ト ヲ期 待 シ得 ル カ ラ ダ。Apiclysisヲ 始

メ7レコ トハ重 要 ナ コ トダ。Thoracoplastyヲ 行 フ場 合

バー 側 デ不 治 ノ空 洞 ヲ有 ス ル 場 合 デ、 コ ノ 時 ハ免疫

性 ガ充 分 出來 テ カ ラ行 フ事 ヲ心 掛 ク ベ キ デ ア,レ、

大 量 ノ膿 性 分 泌物 ヲ有 ス ル 大 空 洞 ガ ア ル 場 合 二 ・・結

果 ハ ヨ クナ イ。 ソ レ・・空 洞 壁 が萎 縮 シ叉 ・・萎 縮 形成

ヲ來 ス前 二分 泌 物 瀦 溜 ノ 方 が危 瞼 率 が大 ダ カ ラ ダ。

相 當 量 ノ分 泌物 が ア ツテ モ 慢 性 空 洞 ノ 場 合 ニ ノ・面 倒
サ

ナ事 ハ少 イ。 肺 ガ萎 縮 ス,レ ト 共 二空 洞 二 塵 縮 サ レテ

治 癒 が早 メ ラ レル。 何 レ ノ 治療 法 ニ ヨ;レ トモ空 洞/

治 癒 ニ ノ・長 イ時 間 ガ カ ・ル事 ヲ忘 レテ ノ・ナ ラ ヌ。

(寺 尾 抄)

肺 結 核 ノ治 癒 ヲ阻止 ス ル機 械 的 素 因

F.M.Pottenger,Interferingmechanicalfactorsin

theLealingofpulmonarytuberculosis.

治 癒 ヲ妨 ゲ,レ重 要 ナ ル モ ノ ハ肋 膜 癒 著 、 横 隔 膜 ノ固
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定 縦 隔 蜜 ノ 固 定 、 肥 厚 セ ル 繊 維 化組 織 、 小 心 嚢 及 ビ

胸 廓 壁 ノ弧 剛性 デ ア ル。 是 等 ヲ治 療 ス ル ニ ハ安静 、

術 生 的生 活 ヲ ナ ス ノ・勿論 氣胸 、紳 経捻 除 、 胸 廓 成 形

術 、 肺 臓 剥 離 等 ヲ病 例 ニ ヨリ 施 術 ス ベ キ デ ア ル。 之

ニ ヨ リ全 部 ・・治癒 セ シメ ラ レナ イ ガ然 シ 殆 ソ ド凡 テ

ハ助 カ リ多 数 ハ 役 二 立 ツ人 間 トナ リ得 ル。(寺 尾 抄)

結 核 患者 二於 ケ ル花 粉症 ノ治 療

M.RLichtenstein,Thetreatmentofpollenosisin

tuberculosispatients.●

中等 叉 ノ・重 症 ノ花 粉症 ノ・結 核 ヲ合併 セ ル 患 者 ニ ハ 有

害 ナ リ。 花粉 「エ キス」ヲ以 テ 治療 セ バ 症 朕 緩 解 二有

数 ニ シ テ花 粉 症 ノ 有 害 影 響 ヲ 中和 ス、 結 核 機 構 ニ ハ

有 熱 時 ニ ノ ミproteim注 射 ノ・有 害 ナ ル コ トヲ暗 示 セ

リ、 特 異protein二 自然 感 受 性 アル 患者 ノ・之 ヲ注 射

ス ル モ起 熱 セ ザ ル事 實 ヲ文 獄 ヨ リ想 像 ス ル。(寺 尾 抄)

肺 結 核 ノ酸 素 療 法

AlvanL.BarachondDickinsonW.Richards,Oxy・

gentherapyinpulmonarytuberculosis.

活 動性 肺 結 核 患 者5名 二就 キ4乃 至4ケ 月 間 酸 素 療 法

ヲ行 ヒタ ル報 告 ナ リ。 肺 機 能 障 碍 ヲ有 セ ザ ル3例 二

・ハ 臨殊 上 ノ}伏態 及 結 核 機構 共 物 ニ ハ 何 等 好 影 響 ヲ 見

ナ カツ タ、肺 機 能 障 碍 ア ル2例 中1例 ノ・急 速 ニ ユ例 ノ・

慢 性 二障 碍 ヲ起 シタ 者 デ アル ガ 各 例 共 臨 殊 的 ニ ハ良

好 デ酸 素 訣 乏 症 ノ 症 状 緩 解 ヲ來 シタ ガ結 核 竈 其 物 ニ

ハ何 等 影 響 が ナ カ ツ タ、 酸 素 吸 牧 ノ意 味 ノ 肺機 能 障

碍 ガ急 性 二來 タ患 者 ニ ノ・50%ノ 酸 素 吸入 デ 明 二2-3

ケ 月間 生 命 延長 ヲ 來 シタ 。 動 脈 性 酸 素 飲 乏 症 ヲ有 ス

ル1例 ノ血 液 瓦斯 分析 ヲ シタ ル トコ ロ動 脈 血 ノCO2

ガ著 シク昂 マツ タ ト同様 二 動 脈 血 中 ノ 酸 素 ガ塘 加 シ

タ コ トヲ示 シタ。(寺 尾 抄)

肺fibrosis患 者 ノ長 期 酸 素 治 療 鼓 果

D・W・Richards&A.LBrarac玩Theeffectsof

Oxygentreatment・verl・ ・gPeri・d・ ・ftimeinpat-

ientswithpulmonaryfibrosis .

肺 ノ廣 範 ナ ルfibrosis二 罹 リ高 度 ノ呼 吸 困難iヲ件 ヘ

ル3例 ヲ多 量 ノ 酸 素 吸入 ヲ 行 ヒ5乃 至7ケ 月 間治 療

シタ・3例 共 臨 脈 的 著 敷 ヲ示 シタ之 ノ・50%ノ 酸 素 吸

入 ヲ倣時 間 カ ラ始 メ次 第 二 籔 日間 持 績 シ タ
、1例 ノ・

7ケ 月後 二死 シ之 ・・全 肺 ノfibrosisヲ 起 シタ結 果 デ

アツ タ・ 他 ノ2例 ハ恢 復 シ テ 健 康 盤 ノ如 キ 状 態bナ

ツ タ カX内1例 ハ 酸 素療 法 開 始 後8ケ 月 他 ノ1例 ハ

1年7ケ 月 間 生存 シタ 、2例 ヲ測 定 シ タ ル トコ ロニ ヨ
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t1バ50%酸 素 吸 入 ノ結 果 トシテ動 脈 血 中 ノ酸 素 ハ飽

和 トナ リ叉 其 中 ノCO2モ 昂 マ ツタ、 動 脈 血 中 ノCO2

増 加 ハ ノ肺 ノ武 斯 交換 ガ減 退 シタ ル タ メ ニ 起 リタ ル

モ ノ ナ レ ドモ ー面 叉 コ ノ 事 ・・肺 循理 ノ代 償 適 合 ヲ ナ

シ肺 機 能 が ヨ リ小 トナ リテ モCO2ノ 排 出 ヲ正 常 ナ ラ

シ ムル爲 ナ リ ト考 ヘ ラ ル。(寺 尾 抄)

Lymanhurst氏 公 衆 衛 生 前 衛

W.P.Shepard,Lymanhurst,a.public・healthoutp・

ost.

1921二Lymanhurstガ 封 結 核 戦 二向 ツ テ組 織 的 二早

期 駿 見 、 治 療 、 患 者 生 活 ノ 調 整 。 叉 教 育 等 ヲ 提 唱 シ

タ 。 之 ガ今 日所 謂 公 衆 衛 生 ノ前 衛 ヲ ナ ス モ ノ ト云 フ

ベ キ デ特 二學 校 二 向 ッ テ 有 敷 二働 イ テ 居 ル。 其 方 法

タ ル ヤ、 臨 肱 上 ノ・勿論Tuberculin,Rontgen叉 ・・其

他 ノ近 代 的 診 噺 法 ニ ヨ リ 早期 二患=者 ヲ 獲 見 シ、 祠二會

的 施 設 ト協 力 シテ罹 病 傘 ヲ著 シ ク減 少 セ シメ タ.

(寺 尾 抄)

實 雛 的 腹 腔 内結 核 ノ石 茨 化

'LD
.SpiesandW.R.Berryhi]1,Thecalcification

ofexperimentalintraabdominaltuberculos1s.

天 竺 鼠 ノ腹 腔 内 二豫 メ結 核 菌 ヨ リ接 種 シテ之 二Vio・

sterolヲ 大 量 二繰 返 シ投 與 ス ル時 ノ・多 ク結 節 ノ石灰

化 ヲ惹 起 スル 。Caliumノ ・結 核 獣 ノ腎 臓組 織 二多 量 二

貯 藏 サv♪ レが健 康 獣 ニ モ ツ ト多 量 二Viosterolヲ 與

ヘ テ モ遠 ク及 バ ヌ、 コ ノ事 ・・結 核 機 構 トCacium代

謝 ト ノ間 ノ關 係 ヲ暗 示 ス ル モ ノ デ ア ル。 叉 腹 腔 内結

核 ニ ノ・VitamineDガ 必 ズ有 数 デ ア ラ ウ事 ヲ暗 示 ス

ル 。(寺 尾 抄)

肺 結 核 二於 ケ ル赤 沈 反 照 ノ観 察

JacobKaminskyandDorisDavidson,Obierva・

tior.sontherecell--almentationtestinpulmo・

nanytuberculosis・

500例 二就 テ 赤沈 反 慮 ヲ行 ヒタ ル 成 績 ヲ 報告 シ タ ル

モ ノデ ア ル。 之 ニ ヨ レバ 赤 血 球 数 ト沈 降 速 度 トノ間

二 ・・一 定 ノ闘係 ・・ナ イ。(92例 二就 テ之 ヲ行 ソ タ ノ ダ

ガ 赤血 球 数 ・・4・150・000ヨ リ5・990・000ノ 間 デ 赤 沈

速 度 ト比較 シタ)、 血 色素 含 有 量 低 キ時 ・・比較 的 速 キ

赤 沈速 度 ヲ示 シ タ、48例 ノ正 常 人 ノ赤 沈 速 度 ヲ試 験

シタ ル ニ1時 間 ノi速度 ノ・男 ノ・1114乃 至101!4/ZF均

4.5,女 ノ・53/4乃 至113/44F均9・15ヲ 示 シ タ、 肺 結

核 二於 テ 病 竈 ノ活 動 性 ト赤 沈 速 度 トノ間 ニ ノ・密 接 ナ

ルZF行 が アノレ。 赤沈 曲 線 が水 卒 線 ヲ示 ス 患 者群 ハ疾

録 【第11巻

中 ノ菌 空 洞 形 成 、 脈 搏 及 盟 温 上昇 、 盟 重 減 少 ハ 最 モ

少 イ。 反 之 垂 直 曲 線 ヲ示 ス 患 者 群 ノ・活 動 性 ノ他 魔 的

症 状 ハ最 モ 多 ク現 ・・の レ。 繰 返 シ試 験 シ タ ル ニ活 動

性 肺 結 核 デ正 常 赤 沈 値 ヲ示 シタ モ ノ ノ・ナ イ。 又 外 観

的 二活 動 性 ノモ ノデ、 正 常 赤沈 線 ヲ示 ン タ モ ノハ ナ

イ是 等 ノ・8ケ 月間 二5同 赤沈 反 磨 ラ 試 験 シテ 常 二異

常 デ アツ タ、4名 二就 テ 死 前1ケ 月 内 二 赤 沈 反慮 ヲ,

験 シタ ガ何 レモ前 ノ月 二 行 ツ タ場 合 ヨ リノ・速 度 ガ減

少 シテ居 タ。 要 之 赤 沈 反 磨 ・・活 動 性 ノindicatorト シ

テ バ カナ リ ノ債 値 ヲ有 シテ 居,レ、 屡 く繰 返 シ行 ヘ バ

豫 後 ノ到 定 二 役 立 ツ。(寺 尾抄)

BCGヲ 接 種 シタ ル見 童7白 血 疎 髪 化

VeraB.DolgopolandR.H.Stitt,Lencocytic

changesinchidrenVaccinatedwiththeBacillus

Calmette-Gu6rin.

BCGヲ 接 種 シタ2レ37見 童 ノ 血 像 ヲ屡 ζ試 験 シタ、

接 種 後1乃 至13ケ 月後 二観 察 シタ ル モ ノ デ又 正 常 見

5名 二就 テ4乃 至7週 間 ノ間 隔 デ 試 験 シタ、 接 種 見

ノ淋 巴球 及 軍 細 胞 数 ノ 攣 化 ノ・正 常 見 ノ範 園 内 ニ ア

ル。 是 等 ハ初 生 見 二経 口的 二接 種 シタ ル モ ノ ノ・最 大

ヲ示 シ皮 下 二接 種 シタ ノレ生 長 見 ニ ノ・最 小 ヲ示 シタ、

軍 細 胞 数 ノ培 加 ・・tuberculinヲ 皮 下 注 射 シ タ,レ際 ソ

ノ反 慮 ノ陰 陽 二關 セ ズ 當 日叉 ハ翌 日培 加 ス ル ノ ヲ屡

1見 タ。 然 シ数 名 ノ見 童 ニ ノ・接 種 前 二Tubercu]in注

射 後 軍 細 胞 倣 ノ壇 加 シタ ノヲ 見 タ が之 ノ・恐 ク ノ・非 特

異 性 因子 二依 ル モ ノデ ア ラ ウ。 非 経 口的 二 接 種 シタ

ル9例 デ ノ・接 種 後 第1及 第3日 ノ 間 二 軍 細 胞 数 ノ増

加 シタ ノ ヲ見 タ、 経 口 的 二 接 種 シタ ル1例 二於 テノ・

混 合 感 染 ナ シニ常 二軍 細 胞 ガ 増 加 シ淋 巴球 減 少 ヲ示

シタ ガ(全 例 ノ2.7%)4ケ 月後 ニ ノ・正 常 二復 シタ、コ

ノ見童 ノ・臨 抹 的襯 察 上2ク 年 後 ニ モ 健 康 デ ア ツ タ。

腸 炎及 肺 炎 デ 弊 レタ 見 ヲ剖 槍 シタ ル ニ 結 節叉 ノ・結 節

類 似 ノ病 竈 ノ・臓 器及 淋 巴 腺 二 見 ル コ ト ガ デ キナ カ ツ

タ、 コ ノ見 ハ経 口 的接 種 ヲ行 ッ タ が ソ ノ前後 常 二高

度 ノ軍 細 胞 及 淋 巴球 敷 ヲ示 シ タ。BCG投 與 後血 像 攣

化 ノ少 キ・・殊 二軍 細 胞 培加 ス ル・・BCGノ 病 原 性 低

キ ヲ示 ス、BCG接 種 ・・軍 細 胞 、 淋 巴球 攣 化 少 キ ヨ リ

見 テ血 液 像 反慮 ノ大 ナ ラ ザル コ トヲ示 ス。 故 二Pitta・

1nga及Garciaガ 企 テ タ様 ナBCG免 疫 機 構 ノ指 標

トシテ血 像 ヲ検 査 ス ル コ トノ・當 ヲ得 テ居 ナ イ。、

(寺 尾 抄)



第9號 】 會 報 蛇 雑 報 917

横 隔 膜 紳 経 切 除 用頚 珠

NormanBethune,Aphrenicetomynecklace.

横 隔 膜 神 経 手 術 ヲ施 ス ニ ソ ノ 切 開 ノ部 位 ヲ美 容 上 一

定 トスルニ都合ヨキト且手術後ノ搬痕 ヲ隠スタメニ

頸珠ヲ工夫シテ之二俵ツテ手術ヌルコトヲ唱導ス。

欧米夫人向ナ リ。(寺 尾抄)
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